平成３０年度サービス管理責任者養成研修
地域生活（知的・精神）分野事例

事前課題：研修までに、本人像をイメージしながら事例を読んで「田村かすみさんってどんなひと？」（別紙添付）に記入して来て下さい。
※　事例は研修終了後回収いたしますので、当日は必ず事例をご持参下さい。
また、コピーを取る事はご遠慮ください。
田村 かすみさんは、幼少時代から家庭の事情で、施設で生活してきました。現在は、入所施設で暮らしていますが、本人の希望がありグループホームでの体験を行うことになりました。

そのような中、あなたの所属している「グループホーム いちご」に相談があり、１か月間の体験利用を行いました。

　体験中は、並行して就労移行支援事業所「メロン」の体験利用も行いました。

体験は、順調に行う事が出来て体験利用中のグループホームとしてかすみさんの課題やニーズも確認できました。
今後、利用に向けての個別支援会議を行いたいと考えています。そこで、あなたはこの会議を行うにあたり、「事例の概要」及び「アセスメント表（１）、（２）」をもとに、課題の整理票(「田村かすみさんってどんなひと?」)、個別支援計画（案）を作って行きます。
研修では、課題整理票(別紙「田村かすみさんってどんなひと?」)、個別支援計画（当日配布）を作る演習を行います。
演習は、短い時間で行いますので、事前に事例を熟読して、「田村かすみさんってどんなひと？」（別紙添付）に記入して来て下さい。円滑に演習が出来るようお願いいたします。

※添付した課題整理表(「田村かすみさんってどんなひと?」)の事前記入や、各資料にアンダーラインやメモなどをしても結構です。
事例の概要
田村　かすみさん
記入者　「グループホーム いちご」サービス管理責任者　○○　○○　

	相談経過の要約
	家族の事情により、幼少時代から、施設に預けられるが、固執やパニックにより施設で対応に苦慮している時期もあった。最近は、落ち着いてきている。そのような中、入所施設のモニタリングの面接時に施設では、気になってしまう利用者が居てトラブルになると大きな声をだしたり、部屋の物を蹴飛ばしてしまったりする。１年前にグループホームに退所して就労している古田さんのくらしの話を聞いたことがあり、自分も周りの人にあまり左右されないグループホームを利用して自立を目指していきたいとの話になった。そのような中で、「グループホームいちご」に相談が入り見学後、体験利用を１ヶ月間行ってきた。同時に、多機能型事業所（就労移行、就労継続Ｂ型事業所）の「メロン」のパン作りの作業にも体験をした。

	年齢・性別・家族構成・家族状況・現在の居住歴
	年齢（２２）歳・性別（　女　）　埼玉県で出生　
家族構成　母も父（内縁）もアルコール依存症。児が１人で放置される状況であったため、１歳の時に乳児院措置になる。母は、その後母子寮や婦人保護施設等に入るが、その後死亡。父は行方不明。現在は、伯父（母の兄弟）がいるのみである。

	手帳・区分
	療育手帳　Ｂ　　障害程度区分　４

	生活歴及び病歴


	〔生活歴〕　乳児院から児童養護施設、病院等を転々とし、現在は入所施設で生活する。
幼少時は、水や洗剤をまくなどの行動があった。小学校に入ると、固執を見せるようになり、他児との関係を築けず、些細なことで泣き叫んだ。思い通りにならない時のかんしゃくが著しく、大声で泣き叫ぶこともあった。当時の児童相談所の要配慮行動の欄には「興奮、器物破損、多動、拒絶、人見知り、不眠」等の記載がある。
中学３年までは普通学級だったが、その後養護学校（現在の特別支援学校）に転校。その後、小児神経科への通院や服薬を開始した。現在は精神科に通院をして以前より落ち着いて、やってはいけないことを行った後は、反省をするようになった。服薬は施設で管理していたが、以前は飲む事を拒否することもあった。

	経済状況
	障害年金（２級）・貯金６０万円

	相談に至る経緯
	相談支援事業所を介して、入所施設から相談があった。

	望んでいる暮らし
	施設を出て、グループホームで自立した生活をしてみたい。会社に就職したい。でも本当は、グループホームもすぐに出て、１人暮らしがしてみたい。

	本人の状況と最近の様子

	自立を目指していきたいと考えている。しかし、気に入らない事があると、自室のタンス、椅子などを蹴飛ばす、大声を出す等の行動が見られる。これらの行動により、他利用者とのトラブルも見られる。日中活動先で考えている「メロン」では、作業はしっかり取り組んでいる。当初遅刻も見られたが、真面目に通っている。気に入らない事があると、事業所でもトイレを詰まらせる事はある。最近は女性職員が見ていたファッション誌に興味を持ち、気に入った洋服を買いたいと言っている。しかし、衛生面等への配慮は難しく、気に入った衣類をずっと着ていたり、入浴をしなかったりする事もあった。生活面は、本人自身でやろうとするが、やり方が分からなかったりする。自己流で行うが、結果的に出来ずにパニックになってしまう事も多い。

	その他
	


アセスメント表（１）　　　　　　　　　　　　　　　平成30年9月15日
記録：「グループホームいちご」　サービス管理責任者　○○　○○
	氏名等
	田村 かすみさん、２２歳、女性、知的障害、広汎性発達障害

	心身の状況
	身長１５０㎝　体重６０kg　定期的な服薬をしている。落ち着かない時に飲む頓服が処方されている。頓服を本人に持たせると一気に飲んでしまう事もあるため、常時１個渡しておき、使用したら補充するという管理をしている。入浴などをしっかりしない事もあり、皮膚疾患がありなかなか治らない。受診は２週間に１回の精神科と月に１回の皮膚科。

	精神面　　の状況
	興奮状態になると、大声を出したり、物を蹴飛ばす等の行動が出てしまったりする。本人は、自分でも悪い事はわかっているのだが抑えられないと言っている。他利用者との関係が難しく、些細なことでもトラブルになってしまうと入所施設から聞いていたが、体験中は入浴の順番を守らなかった利用者に腹を立て怒ったことが1度あった。イライラしている様子はあったが自分自身でも対処の仕方を模索している所が見られる。

	生活の　　自立度
	自分でやろうとする事があるが、やり方が分からなくなってしまうことが多い。能力的には行うことが出来る。しかし、機嫌が悪いと声かけをしても、やらないこともある。作業の内容的に衛生に留意しなければならないのだが、入浴をしないこともあり、時には体臭が気になる。洋服も、気にいった洋服以外は、買っても捨ててしまう事があった。最近は、職員が持っていたファッション誌を見て可愛い洋服が欲しいと言い買っては来るが、いつも同じ服を着ている。

	気持ちの　自立度
	自分でやりたいことなどはいろいろ言うが、現実的に考えられない幼さがある。何かにつけて職員への依存が強く、人のせいにする事が多い。

	経済状況
	障害年金2級を受給。就労移行の工賃は、平均月に１万～１万５千円程度。家族からの援助は見込めない。預貯金は６０万程度ある。年金の管理は伯父がおこなっている。

	趣　　味
	ピアノが楽譜などを見なくても弾けるぐらいうまい。ピアノ習いたいと思っている。自転車でサイクリングなど出かけるのが好きで、帰ってくると毎日のように出かけている。最近は、ファッションにも興味を持ち始めている。

	キーパーソン
	その都度、依存していく人が変わる。特定の職員の話は良く聞く。また、他の職員に対しては、機嫌が悪い時は話をしなくなってしまう。

	家　　族
	母は他界し、父（内縁）は行方が分からない。本人のことは伯父（７０）が関わっている。年に１度１泊２日で外泊の受け入れもしてくれている。
伯父は、ことある毎に面倒を見ていく事が難しいと感じており、出来れば今の入所施設でずっと見ていて欲しいと思っている。

	地域状況
	グループホームのあるＤ市は人口７万人で、産業は農業と、高速道路のインターがあり流通業が多く、大きな総合病院もあり、障害者の社会資源も複数の法人があり、全ての障害福祉サービスを受けられる環境は整っている。地域性は、長年生活をしている住民が多く、横のつながりが強い地域性である。障害者への理解はある程度はあるが、横のつながりが強い分、何か問題があった時にも、すぐに近隣に情報が回ってしまう事がある。
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